
事業番号 - - -

（ ）

我が国は、急速な少子高齢化の進展及び疾病構造の変化等が進む医療分野の課題先進国であり、国民からの多様な医療ニーズに対応していくためには、国民が安心して質の
高い医療を受けられる医療提供体制の構築とともに、医療現場の様々な諸課題に対応していくことが必要であり、大学・大学病院を通じて高度医療を支える人材の育成や大学病
院の機能強化が求められている。

令和6年度要求

-

-

-

-

　

　

(目)

当初予算＋補正予算に対する執行額
の割合（％）

=(G)/｛(A)+(B)｝
100%

主な増減理由（・要望額・予備費）

100%

令和6年度要求

事業概要URL
【平成30年度選定】https://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/iryou/1403528.htm
【令和元年度選定】https://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/iryou/1415340.htm

(項)令和5・6年度
予算内訳

（単位：百万円）

歳出予算項・目 令和5年度当初予算

計（A) -

100%

執行率（％）
=(G)/(F)

100% 100% 100%

【補助率：定額補助】

2023 文科 22 0147

文部科学省

政策 4　個性が輝く高等教育の振興

事業の目的
（5行程度以内）

医療の高度化等に対応するため、優れた専門医療人材（医師、歯科医師、看護師、薬剤師等）を養成するとともに教育体制の充実を図ることで、社会から求められる多様な医療
ニーズに対応できる優れた専門医療人材を養成、医療の安全確保や質の向上を図るための大学病院の体制強化や質の高い医療関連職種の養成・活用促進を目指す。

医学教育課
医学教育課長
俵　幸嗣

会計区分 一般会計

根拠法令
（具体的な

条項も記載）
-

関係する
計画、通知等

・日本再興戦略（平成25年6月14日閣議決定） ・日本再興戦略改訂（平成27年6月30日閣議決定）
・科学技術イノベーション総合戦略2014（平成26年6月24日閣議決定）
・科学技術イノベーション総合戦略2015（平成27年6月19日閣議決定）
・健康・医療戦略（平成26年7月22日閣議決定、平成29年2月17日一部変更）
・第3次犯罪被害者等基本計画（平成28年4月1日閣議決定）
・経済財政運営と改革の基本方針2017～人材への投資を通じた生産性向上～（平成29年6月9日閣議決定）
・国土強靭化基本計画－強くて、しなやかなニッポンへ－（平成26年6月3日閣議決定）

事業名 課題解決型高度医療人材養成プログラム 担当部局庁 高等教育局 作成責任者

事業開始年度

施策 4-1　大学などにおける教育研究の質の向上

政策体系・評価書URL

主要経費 教育振興助成費

令和5年度行政事業レビューシート

https://www.mext.go.jp/content/20210922-mxt_kanseisk02-000017742-
4_1.pdf

平成26年度
事業終了

（予定）年度
令和4年度 担当課室

- -

補正予算（B) - - -

-

-

-

予備費等（E) - - - -

予算の
状況

前年度から繰越し（C)

当初予算（A) 319.4 257.4 83.1 - -

- - -

-

補助率等

事業概要
（5行程度以内）

本事業では、医療現場で課題となっている事項に貢献できる人材の養成について取り組むことで、全国の大学・大学病院における人材養成機能を一層強化し、高度な教育力・技
術力を有する大学が核となり、我が国が抱える医療現場の諸課題等に対して科学的根拠に基づいた医療が提供できる優れた医療人材の養成を推進する。

実施方法 補助

予算額・
執行額

（単位:百万円）
（インプット）

令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

執行額(G) 319 257 83

計(F)
=（A)+（B)+（C)+（D)+（E)

319.4 257.4 83.1 -

現状・課題
（5行程度以内）

翌年度へ繰越し（D) - - - -

-



件

成果目標①-1の
設定理由

（アウトプット
からのつながり）↓

↓
成果目標①-2の

設定理由
（短期アウトカム
からのつながり）

26,050

168.8

アクティビティ①について定性的なアウトカムを設定している理由

-

人 43,153 43,752 43,984

目標値 人 25,440 25,865 26,050

達成度 ％

実施中の取組における課題解決型高
度医療人材養成プログラムによる高度
医療人材養成数

課題解決型高度医療人材養
成プログラムにおける養成人
数

成果実績 人 9,043 1,880

113.1

選定大学を対象に、我が国が抱える医療現場の諸課題等に対して科学的根拠に基づいた医療が提供できる優れた医療人材の養成を推進するための取組を支援
する。

成果目標及び成果実績
①-3

（長期アウトカム）

成果目標 定量的な成果指標 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度

成果実績及び目標値の
根拠として用いた

統計・データ名（出典）
/定性的なアウトカムに

関する成果実績

成果実績：課題解決型高度医療人材養成プログラム　取組状況調査
目標値：課題解決型高度医療人材養成プログラム申請書　教育プログラム・コース 受入目標人数

活動目標及び活動実績
①

（アウトプット）
当初見込み

件 - -

-

活動目標 活動指標

50

年度

1,440 548

定量的な成果指標 単位

37

目標年度
令和4年度

↓

活動内容①
（アクティビティ）

設定したテーマの趣旨を踏まえ優れた医療
人材を養成するための教育プログラム・
コースの新設（発展的改変・拡充を含む）

教育プログラム・コースの実施
数

活動実績

4 年度

目標最終年度における課題解決型高
度医療人材養成プログラムによる高度
医療人材養成数（事業開始からの累
計）

課題解決型高度医療人材養
成プログラムによる高度医療
人材養成数

達成度

単位 令和2年度

169.6

目標最終年度

成果実績及び目標値の
根拠として用いた

統計・データ名（出典）
/定性的なアウトカムに

関する成果実績

成果実績：課題解決型高度医療人材養成プログラム　取組状況調査
目標値：課題解決型高度医療人材養成プログラム申請書　教育プログラム・コース 受入目標人数

令和2年度 令和3年度

169.2

アウトカム設定について
の説明

令和3年度 令和4年度
5年度

活動見込
6年度

活動見込

50

842

548

4

本事業は平成26年度より実施しているため、目標最終年度における課題解決型高度医療人材養成プログラム（事業開始からの累計）を長期アウトカムとして設定
した。

43,984

168.8％

842

目標値 人 7,996

130.6 153.6

成果目標及び成果実績
①-1

（短期アウトカム）

成果目標

15

現状・課題の欄に記載した、国民からの多様な医療ニーズに対応していくには、高度医療を支える人材の養成が不可欠と考えられるため、課題解決型高度医療人
材養成プログラムにおける養成人数（実施中の取組における累計）を短期アウトカムとして設定した。

アクティビティ①についてアウトカムが複数設定できない理由

-

153.6

-37 15

成果実績



-

改善の
方向性

所見を踏まえた改善点/概算要求における反映状況

事業所管部局による点検・改善

-
事業に関連する

ＫＰＩが定められて
いる閣議決定等

名称

URL

該当箇所

平成26年度 137

備考

行政事業レビュー推進チームの所見に至る過程及び所見

平成24年度 -

平成25年度 -

公開プロセス・秋の年次公開検証（秋のレビュー）における取りまとめ

その他の指摘事項

本事業の主旨に鑑み、社会から求められる多様な医療ニーズに対応できる優れた専門医療人材の養成人数を成果指標として設定しており、令和4年度までに目標値を上回る達成度であることを確認
している。なお令和5年度には外部有識者による事後評価を実施する予定であり、本事業の成果を他大学に波及していくよう引き続き促してまいりたい。

終了予定

予定通り終了

129

平成30年度 135

平成23年度 -

令和5年度に事後評価を実施し、本事業の成果の把握や普及に努める。

-

関連する過去のレビューシートの事業番号

20

令和元年度

平成28年度 129

平成29年度 133

令和3年度

平成27年度

令和2年度 文部科学省 0133

0140

令和4年度 2022 文科 21

文部科学省

0140

2021 文科

上記への対応状況

-

上記への対応状況

-

過去に受けた指摘事項
と対応状況

0130

-

-

目標年度における効果測定に関する評価（令和5年度実施)

アクティビティ①のアウトカムである高度医療人材の養成人数につい
て、短期・長期とも目標値を上回る達成度であった。また、本事業を通
じて構築した教育プログラムにより、今後も継続した人材養成が期待
される。

点検結果
アクティビティ①について、測定評価は順調に推移し、目標年度における目標値を達成して
いる。

-

-

この事業は当初計画通り、令和４年度をもって完了している。本事業の成果を適切に把握できるよう成果指標を検討すべきである。

外部有識者の所見

外部有識者による点検対象外



広報用消耗品　等

　

0.5

金　額
(百万円）

費　目 使　途
金　額

(百万円）

人件費・謝金 7 人件費・謝金 事務補佐員　等 3.3

物品等

事務補佐員、講師謝金　等

資金の流れ
（資金の受け取り先が
何を行っているかにつ

いて補足する）
（単位：百万円）

費目・使途
（「資金の流れ」において
ブロックごとに最大の金
額が支出されている者に
ついて記載する。費目と
使途の双方で実情が分

かるように記載）

A. B.

費　目 使　途

その他 印刷製本　等 3 その他

計 17 計 4

旅費 0.1

4 物品等 消耗品　等

会議費　等 0.1

旅費 旅費 3 旅費

費目・使途欄についてさらに記載が必要な場合はチェックの上【別紙2】に記載 チェック

文部科学省

83百万円

対象大学から申請のあった事業内容を審査の上、支援対象とする

取組を選定し、補助金を交付する。

【補助金等交付】

課題解決型高度医療人材養成プログラム：82百万円

Ａ．大学（全7大学）

科学的根拠に基づいた医療が提供でき、健康長寿社会の実現

に寄与できる優れた医療人材を養成する。

【分担金】

Ｂ．連携大学（全4大学）

82百万円のうち7百万円

申請担当大学と連携して、科学的根拠に基づいた医療が提供でき

健康長寿社会の実現に寄与できる優れた医療人材を養成する。

謝金：0.3百万円

委員等旅費：0.4百万円

庁費：0.2百万円 を含む



支出先上位１０者リスト

A.

B

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった

理由及び改善策
（支出額10億円以上）

1 国立大学法人熊本大学 2330005002106
多職種連携の災害支援を担う
高度医療人養成

17 補助金等交付 - - -

支　出　先 法　人　番　号 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

契約方式等
入札者数

（応募者数）
落札率

- -

4 国立大学法人筑波大学 5050005005266
精神科多職種連携治療・ケア
を担う人材養成

9 補助金等交付 - -

- - -

3 国立大学法人新潟大学 3110005001789
実践的災害医療ロジスティク
ス専門家の養成

16 補助金等交付 -

2 国立大学法人東北大学 7370005002147
コンダクター型災害保健医療
人材の養成

16 補助金等交付

- - -

7 国立大学法人京都大学 3130005005532
発達症への介入による国民
的健康課題の解決

8 補助金等交付 -

6 国立大学法人千葉大学 2040005001905
メンタル・サポート医療人とプ
ロの連携養成

8 補助金等交付

-

5 国立大学法人東京大学 5010005007398
職域・地域架橋型－価値に基
づく支援者育成

9 補助金等交付 - - -

- -

支　出　先 法　人　番　号 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

契約方式等
入札者数

（応募者数）

-

2
公立大学法人福島県立医科
大学

4380005002314
コンダクター型災害保健医
療人材の養成（分担金）

2 その他 - - -

落札率

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった

理由及び改善策
（支出額10億円以上）

1 国立大学法人九州大学 3290005003743
多職種連携の災害支援を担う
高度医療人養成（分担金）

4 その他 - -

- -

- - -

4 茨城県 2000020080004
精神科多職種連携治療・ケア
を担う人材養成（分担金）

0.5 その他 -

3 公益社団法人東京慈恵会 4010405010507
精神科多職種連携治療・ケア
を担う人材養成（分担金）

0.5 その他

支出先上位10者リスト欄についてさらに記載が必要な場合はチェックの上【別紙3】に記載 チェック


	行政事業レビューシート

